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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
制
限
が
な
く

な
り
、
４
年
ぶ
り
の
完
全
参
集
形
式
と
な
っ
た
本
定
期
大

会
に
は
、
代
議
員
・
特
別
代
議
員
・
執
行
委
員
、
計
２
５

０
人
が
出
席
し
、
う
ち
女
性
出
席
者
は
60
人
・
女
性
比

率
24
％
）
と
な
り
ま
し
た
。 

冒
頭
、
福
永
明
連
合
兵
庫
会
長
は
あ
い
さ
つ
の
中
で
、

労
働
災
害
の
撲
滅
に
向
け
た
強
い
決
意
を
表
明
し
た
上

で
、「
集
団
的
労
使
関
係
の
追
求
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

多
様
性
推
進
」「
政
治
活
動
」
の
３
点
に
つ
い
て
、
現
状

認
識
と
課
題
お
よ
び
連
合
兵
庫
の
と
り
く
み
に
つ
い
て

触
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
「
自
己
責
任
論
が
強
調
さ
れ
、
分

断
・
孤
立
が
進
み
、
連
帯
の
喪
失
が
蔓
延
す
る
な
か
に
あ

っ
て
、
不
安
定
雇
用
の
拡
大
、
格
差
の
拡
大
、
貧
困
の
固

定
化
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
の
脆
弱
さ
な
ど
の
構
造
的

な
課
題
を
抱
え
る
現
下
の
情
勢
だ
か
ら
こ
そ
、『
弱
い
立
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場
に
あ
る
す
べ
て
の
労
働
者
が
、
協
力
、
連
帯
し
て
こ
そ

不
条
理
に
立
ち
向
か
え
る
』
と
い
う
か
つ
て
の
連
合
評
価

委
員
会
の
提
言
を
運
動
の
基
底
に
据
え
、『
誰
も
が
将
来

に
希
望
を
も
っ
て
、
働
き
生
活
で
き
る
社
会
』
を
め
ざ
し

て
い
き
た
い
」
と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。 

議
事
と
し
て
、ま
ず「
２
０
２
３
年
度
一
般
活
動
報
告
」

「
２
０
２
３
年
度
会
計
決
算
報
告
な
ら
び
に
余
剰
金
処

分
（
案
）
に
つ
い
て
」「
２
０
２
３
年
度
会
計
監
査
報
告
」

の
３
点
の
報
告
が
あ
り
、
続
い
て
「
第
１
号
議
案 

２
０

２
４
年
～
２
０
２
５
年
度
（
第
19
期
）
運
動
方
針
（
案
）

に
関
す
る
件
」
以
下
第
６
号
議
案
ま
で
提
案
さ
れ
、
協
議

が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
禍
で
露
呈
さ
れ
た
社
会
の
脆
弱
性
や
貧
困
・
格

差
の
拡
大
、
ま
た
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
よ
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
材
料
価
格
高
騰
に
よ
る
物
価
上
昇
は
、
弱
い

10
月

26
日
午
後
、
神
戸
メ
リ
ケ
ン
パ
ー
ク
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
連
合
兵
庫
第

19
回
定
期
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
兵
高
教
か
ら
は
兵
庫
県
教
職
員

組
合
協
議
会
（
兵
教
協
）
の
代
議
員
と
し
て
、
西
村
執
行
委
員
長
が
出
席
し
ま
し
た
。 

立
場
に
あ
る
人
々
に
、
よ
り
深
刻
な
影
響
を
与
え
続
け
て

い
ま
す
。
23
春
闘
で
は
30
年
ぶ
り
の
賃
上
げ
水
準
を

獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
物
価
上
昇
に

は
追
い
つ
い
て
お
ら
ず
、
実
質
賃
金
は
低
下
の
一
途
を
た

ど
っ
て
い
ま
す
。 

連
合
兵
庫
は
、誰
一
人
取
り
残
す
こ
と
の
な
い「
包
摂
」

を
基
底
に
置
い
た
「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心
社
会
」

の
実
現
に
向
け
、『
社
会
を
新
た
な
ス
テ
ー
ジ
へ
、
と
も

に
歩
も
う
、
と
も
に
変
え
よ
う
～
仲
間
の
輪
を
広
げ 

安

心
社
会
を
め
ざ
す
～
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
た
２
０
２
４

年
度‐

２
０
２
５
年
度
運
動
方
針
を
全
体
で
確
認
す
る

と
と
も
に
、
第
19
期
役
員
体
制
を
確
立
し
、
新
た
な
運

動
年
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。 

 

※
私
た
ち
は
連
合
を
通
じ
て
、
教
職
員
だ
け
で
は
な
く
様
々
な

産
業
・
職
種
の
働
く
な
か
ま
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。 
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大会宣言 
 

私たちは、本日、第１９回定期大会を開催し、新たな役員体制を確認する

とともに、向こう２年間の運動方針を確立した。 

わが国は、不安定な雇用の拡大、格差・貧困の広がり、労働力人口の減少

など構造的な課題が深刻さを増す中、現下の物価上昇が国民生活を圧迫して

いる。こうした中、働く仲間の声と力で、誰もが将来に希望をもって働き生

活できる社会へ変えていかなければならない。私たちは「人への投資」と継

続的な賃上げ・格差是正の力強い推進、そして、安心社会につながる政策・

制度実現の取り組みに、より一層まい進していく。 

私たちは、組織人員の減少を反転させ、集団的労使関係の輪を社会の隅々

に広げるため、組織の拡大・強化に総力を挙げて取り組み、同時に連合運動

への理解・共感・参加を広げ、社会からの期待にこたえていく。また、あら

ゆる運動におけるジェンダー平等・多様性の推進、社会的発信力の強化に一

層力を入れるとともに、連合運動の再構築と基盤強化に向けた改革パッケー

ジを着実に実践していく。 

世界では、長期化するロシアによるウクライナ侵略やパレスチナ問題など

の国際紛争やミャンマーなどにおける人権・労働基本権の侵害、国内におい

ても未だ、部落差別、えん罪事件、外国人労働者に対する人権侵害や労基法

違反、ジェンダー不平等、いじめなど、人権にかかわる問題は後を絶たない。

私たちは、平和、人権、民主主義をまもるべく、あらゆる差別、人権侵害の

撤廃に向け、多様な主体と連携しながら取り組みを推進していく。 

私たちは、改めて、連帯の力で社会の不条理に立ち向かい、弱い立場にあ

る人々とともに闘う決意を共有し、社会を変革し危機を克服しなければなら

ない。私たちは、大会スローガンである「社会を新たなステージへ、ともに

歩もう、ともに変えよう～仲間の輪を広げ安心社会をめざす～」のもと、す

べての働く仲間にとって「必ずそばにいる存在」として、組織全体で思いを

一つにし、労働組合の社会的価値を広く訴えながら、力強く運動を進めてい

くことを、ここに宣言する。 
 

２０２３年１０月２６日 

連合兵庫第１９回定期大会 

＝社会を新たなステージへ、ともに歩もう、ともに変えよう～仲間の輪を広げ 安心社会をめざす～＝ 

福永会長あいさつ           連合兵庫第 19 期役員のみなさん 
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２
０
２
４
年
度 

公
立
学
校
生
徒
募
集
計
画
発
表 

＝
全
日
制
１
学
級
減
、定
時
制
・
多
部
制
は
増
減
な
し
＝ 

兵
庫
県
教
育
委
員
会
は
、
10
月
23
日
、
２
０
２
４

年
度
の
公
立
高
等
学
校
生
徒
募
集
計
画
を
発
表
し
ま

し
た
。 

募
集
計
画
の
策
定
に
あ
た
っ
て
、
兵
高
教
は
兵
教
組

と
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
高
校
教
育
改
革
の
進
捗
状
況

や
各
学
区
の
抱
え
る
課
題
解
決
を
基
本
に
据
え
、
全
県

的
・
中
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
と
り
く
み
を
す
す
め

て
き
ま
し
た
。 

２
０
２
３
年
度
末
の
県
内
の
国
・
公
立
中
学
校
卒

業
見
込
者
数
は
２
０
２
２
年
度
末
に
比
べ

91
人
減

少
し
、
県
内
公
立
高
校
進
学
希
望
者
（
９
月
１
日

現
在
）
は
１
５
８
人
減
（
全
日
制
１
８
７
人
減
、
定
時

制
・
多
部
制
31
人
減
、
通
信
制
60
人
増
）
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。 

内
外
情
勢
の
影
響
や
急
激
な
円
安
進
行
に
よ
り
諸

物
価
が
高
騰
す
る
中
、
所
得
の
二
極
化
は
さ
ら
に
進
行

し
て
い
ま
す
。
兵
高
教
は
こ
れ
ま
で
全
日
制
高
校
、
定

時
制
・
多
部
制
高
校
の
開
門
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
を

兵
高
教
第
34

次
教
育
研
究
集
会
（
10
月
14

日
） 

分
科
会
の
概
要 

 
 
 
 
 
 

※
前
号
の
続
き
で
す 

◆
第
２
分
科
会
「
今
日
の
教
育
課
題
」 

①
生
徒
の
自
己
実
現
を
叶
え
る
魔
法
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」 

河
邉
文
哉
さ
ん
（
阪
神
支
部
・
武
庫
荘
総
合
分
会
） 

◆ 

「

総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
は
生
徒
自
ら
探
究
活
動
を
設

定
し
、
主
体
的
・
協
働
的
課
題
を
解
決
し
、
探
究
力
を
身

に
つ
け
る
課
題
解
決
的
な
学
習
活
動
で
あ
る
。
１
年
次
の

「
産
業
社
会
と
人
間
」
で
自
分
を
知
り
、
２
年
次
は
、
１

年
次
で
発
見
し
た
自
分
の
興
味
関
心
と
、
社
会
問
題
と
を

結
び
つ
け
る
力
を
育
む
と
と
も
に
、
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー

シ
ッ
プ
の
精
神
を
養
い
た
い
と
考
え
て
い
る
。
社
会
と
生

徒
を
つ
な
げ
る
活
動
で
あ
り
、
ま
ず
経
験
し
て
み
る
こ
と

が
大
切
。 

◆ 

３
年
間
を
通
し
て
育
み
た
い
力
は
、「
新
し
い
基
礎
学
力
」

の
定
着
で
あ
る
。「
新
し
い
基
礎
学
力
」
と
は
、
４

Cs
（
批

判
的
思
考
と
問
題
解
決
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
共
同
・

創
造
性
と
変
革
、
21
世
紀
ス
キ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

と
い
う
団
体
が
提
唱
）
で
あ
る
。 

◆ 

探
究
活
動
の
中
で
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
調
査
活
動
で
あ

り
、
ゼ
ミ
決
定
の
際
に
、
生
徒
が
わ
か
り
や
す
い
よ
う
各

ゼ
ミ
の
目
標
の
明
確
化
を
行
っ
た
。
ま
た
、
調
査
活
動
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
、
地
域
の
協
力
が
必
要
と
考
え
、

尼
崎
ユ
ー
ス
交
流
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
方
が
た
の
協
力
を

仰
い
だ
。
４
月
か
ら
５
月
に
か
け
て
、
職
員
の
方
が
た
に

３
日
間
来
校
し
て
い
た
だ
き
、
３
日
目
に
は
約
４
分
の
１

の
生
徒
が
連
携
に
よ
り
調
査
活
動
（
こ
ど
も
食
堂
へ
の
取

材
・
薬
剤
師
訪
問
・
地
域
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
へ
の
参
加
）
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
た
。 

本
校
で
は
「
総
合
的
な
探
究
の

時
間
」
の
満
足
度
が
高
い
。
成

果
が
出
る
と
さ
ら
な
る
探
究
に

結
び
付
く
。
今
後
の
課
題
と
し

て
、
校
内
で
の
発
表
に
留
ま
っ

て
い
る
生
徒
が
多
い
こ
と
か

ら
、
生
徒
が
外
部
で
発
表
す
る

手
助
け
や
外
部
で
発
表
し
た
く

な
る
工
夫
の
必
要
を
感
じ
て
い

る
。 

 

②
東
大
二
次
日
本
史
問
題
を
教
材
に
し
た
探
究
型
授
業
の
試
み 

吉
水
公
一
さ
ん
（
阪
神
支
部
・
西
宮
今
津
分
会
） 

◆ 

２
０
２
２
年
度
か
ら
「
歴
史
総
合
」、
２
０
２
３
年
度
よ

り
「
日
本
史
探
究
」
が
開
講
さ
れ
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー

ニ
ン
グ
な
ど
を
取
り
入
れ
、
知
識
定
着
だ
け
で
な
く
、
主

体
的
・
対
話
的
・
共
同
的
な
深
い
学
び
を
通
じ
て
、
歴
史

的
思
考
力
を
身
に
つ
け
歴
史
事
象
を
探
究
し
、
現
代
的
課

題
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。 

  

教
材
を
通
し
て
、
教
え
る
側
の
軸
は
必
要
。
教
員
に
と
っ

て
も
「
問
い
を
立
て
る
」
こ
と
は
難
し
い
の
で
は
？ 

 

③
生
徒
指
導
か
ら
生
徒
支
援
へ 

阪
本
真
人
さ
ん
（
阪
神
支
部
・
西
宮
甲
山
分
会
） 

◆ 

昨
年

12
月
に
生
徒
指
導
提
要
が

12
年
ぶ
り
に
改
訂
さ

れ
、「
生
徒
指
導
の
取
組
上
の
留
意
点
」
の
留
意
点
と
し
て

「
児
童
生
徒
の
権
利
の
理
解
」
と
い
う
項
目
が
設
け
ら
れ
、

生
徒
指
導
を
行
う
上
で
、
子
ど
も
の
権
利
条
約
の
４
つ
の

原
則
（
差
別
の
禁
止
、
子
ど
も
の
最
善
の
利
益
の
保
障
、

生
命
・
生
存
・
発
達
へ
の
権
利
、
意
見
表
明
権
）
を
理
解

し
て
お
く
こ
と
が
不
可
欠
と
さ
れ
た
。 

し
か
し
、
実
際
の
教
育
現
場
で
は
旧
態
依
然
の
生
徒
指
導

観
に
基
づ
い
た
生
徒
指
導
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。 

◆ 

自
分
自
身
、「
生
徒
は
言
う
こ
と
を
聞
か
さ
な
い
と
い
け

な
い
。
そ
の
た
め
に
最
初
は
厳
し
く
接
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
だ
」
と
い
う
先
輩
の
教
え
を
う
け
、
着
任
当
初
は
生

徒
に
厳
し
く
、
時
に
は
大
き
く
声
を
荒
げ
て
接
す
る
場
面

が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
生
徒
た
ち
に
は
全
く
通
じ
ず
、
む

し
ろ
徐
々
に
反
抗
的
に
な
っ
て
い
っ
た
。 

同
じ
学
年
に
、
私
と
は
全
く
真
逆
で
生
徒
か
ら
の
信
頼
が

厚
い
先
輩
教
員
が
い
た
。
着
任
後
、
自
分
の
生
徒
指
導
の

あ
り
方
に
違
和
感
を
覚
え
て
以
来
、
そ
の
教
員
と
私
と
で

は
何
が
違
う
の
か
毎
日
考
え
、
生
徒
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
い
、
個
々
に
あ
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
考
え
な
が
ら
生
徒

と
接
す
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
こ
の
関
わ
り
方
に
つ
い
て
、

「
甘
い
。
緩
い
。」
と
意
見
す
る
教
員
は
多
い
。
し
か
し
、

私
は
教
員
で
あ
る
以
上
、
生
徒
が
１
つ
で
も
多
く
の
こ
と

を
学
校
で
学
び
、
少
し
で
も
困
り
ご
と
を
解
消
で
き
る
よ

う
に
す
る
た
め
に
、
生
徒
「
支
援
」
の
視
点
で
ア
プ
ロ
ー

チ
を
し
続
け
よ
う
と
思
う
。 

強
く
要
求
し
て
折
衝
・
交
渉
を
積
み
上
げ
て
き
ま
し

た
。 そ

の
結
果
、
県
財
政
が
極
め
て
厳
し
い
状
況
に

あ
る
中
、
全
日
制
課
程
に
つ
い
て
は
１
学
級
減
（
第

１
学
区
で
北
須
磨
１
学
級
増
、
第
３
学
区
で
明
石

西
１
学
級
減
、
加
古
川
北
１
学
級
減
）、
定
時
制
・

多
部
制
に
つ
い
て
は
学
級
数
の
増
減
は
な
し
、
通

信
制
課
程
の
募
集
定
員
も
増
減
な
し
と
し
ま
し

た
。
生
徒
数
が
大
幅
に
減
少
す
る
中
で
も
、
特
に

定
時
制
・
多
部
制
・
通
信
制
課
程
の
進
学
希
望
者

数
は
高
止
ま
り
の
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
後

は
、
広
域
通
信
制
課
程
等
へ
の
進
学
希
望
者
の
増

加
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ
と
も
注
視
し
つ
つ
、
多

様
な
生
徒
の
学
び
に
対
応
で
き
る
、
イ
ン
ク
ル
ー

シ
ブ
な
学
校
づ
く
り
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
と
り

く
み
も
必
要
で
す
。 

 

私
た
ち
は
、
厳
し
い
経
済
状
況
・
生
活
環
境
の

下
に
お
か
れ
な
が
ら
高
校
進
学
を
希
望
す
る
人
た

ち
の
願
い
を
受
け
止
め
、
今
後
も
、「
す
べ
て
の
希

望
す
る
人
に
後
期
中
等
教
育
を
保
障
す
る
」
た
め

の
と
り
く
み
を
す
す
め
ま
す
。 

（
詳
細
は
、
10
月
23
日
付
「
速
報
」
No.
６
参
照
） 

 

 

兵高教は、子どもたちの学びと教職員の生活に関わる情報を、迅速かつ正確にお届けします。 

第28回日教組近畿ブロック青年部交流学習会 
 

日程 2024年１月６日（土） 

 開会行事 13:00～13:30（受付12:30～） 

 学習会 13:30～15:15 

 講演「学校園の在り方を問う －すべての子ども 

たちのための学校園とは－」（仮） 

  講師：池田賢市さん（中央大学文学部教授） 

分科会 15:30～18:00 

夕食交流会 19:00～21:00 
 

2024年１月７日（日） 

 分散会 9:15～10:45 

 閉会行事 11:00～11:45 
 

会場【学習会】ピアザ淡海（滋賀県立県民交流センター）  

   〒520-0801 滋賀県大津市におの浜1-1-20 

    TEL：077-527-3315 

  【夕食交流会】大津びわ湖畔 アヤハレークサイドホテル 

   〒520-2321 滋賀県大津市におの浜3-2-25 

  TEL：077-524-2321 

 

※一部のみ参加も可能です。分科会については、上記二次

元コードより分科会紹介をご確認の上、第3希望まで選

択してください。 

 託児サービスもあります。お子さま連れでの参加も可能

です。詳細は書記局にお問い合わせください。 

分科会詳細↑ 


